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水稲直播栽培における品種適応性の解明

第2報　寒冷地での不耕起直播による生育と収量

小　綿　寿　志・山　口　誠　之・東　　正　昭

（東北農業試験場）

Elucidation ofVarietalAdaptability to Direct－Sowingin Rice

2．Growthandyeildofricevarietiesgrownbynon－tillagesowingmethodincoolreglOn

HisashiKowATA，MasayukiYAMAGUCHl，and TadaakiHIGASHI

（Tohoku NationalAgriculturalExperimentStation）

1　は　じ　め　に
しかし，過去に寒冷地で試みられた際も供試されたもの

は日本型の栽培品種のみであり，幅広く品種適応性を検討

水稲の省九低コスト生産に閲し，不耕起直播栽培は究　した例は少なかった0今回生態型の異なる内外の品種・系

極ともいえる効果をもっている。しかしその適用は例えば　紋を供試し，その適応性を検討した0

湛水土壌中直捕等に比べ，土佐や気象条件に制約されると
2　試　験　方　法

ころが大きく，特に水による保温効果が大きな意味を持つ

寒冷地では致命的であるとされてきた。　　　　　　　　供試材料は．国内外の36稲品種・系統を用いた0

表1不耕起乾田直描での供試品種系統の特性（1992年，東北農試水田利用部圃場）
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注●　　種子が古く発芽能力が滅沙していたことを表す。
＝　慣行の移植栽培に比較したときの差を表す。
日　精玄米重は簾（1．8m）通過後の重量が．粗玄米重に対し80％以上のもののみを示した。
＝●　屑米比率は（1－枯玄米重／粗玄米動×100とした。
HH Gは楠．Rは有色素米（ここではタンニン系の臥しは長粒を表す。
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刈株の条間を浅く作満し，粂播したのち覆土した。播幅

は5皿程度であり，播種深度は3cm±1cm程度である。播

種量は11．4kg／10a，播種日は5月7日で，入水は6月21

日に行った。施肥は入水時に窒素成分で硫安を4kg／10a，

LPlOOを6kg／10a基肥として施用した。

3　試験結果及び考察

試験結果は表1に示すとおりである。出芽は5月下旬ご

ろより始まり，6月上旬までにほぼ出揃った。播種量は面

積あたりの重量で統一したので，拉重により播種校数は異

なるが，一部発芽力の低下していたものを除き．30～70％

程度の出芽率が得られた。これは平方メートルあたりの出

芽数に直すと，200～400個体となる。最終的な穂数が300

～400本／戒程度であるから，1個体当たりの棟数は1本

から2本程度にしかならないことになる。表2に出芽率，

出芽数，1個体当たり穂数と最終的な穂数との相関を示し

たが，穂数は出芽数、出芽率と正の相関が見られ、1個体

当たり棟数は出芽数，出芽率と負の相関が見られた。した

がって出芽数が少ない場合は分げっが増え．多い場合は分

げっが抑制されるという補償作用が働いていることが推察

される。

表2　出芽と穂数との相関

穂　 数 出芽数 出芽率

（本／ポ） （個体／ポ） （％）

出　　　 芽　　　 数 0．73 1‥

出　　　 芽　　　 率 0．654‥ 0．96 8‥

1 個 体 あた り穂数 －0．3 10 －0．80 6‥ －0．809‥

出穂期は当地での慣行の移植栽培に比較して2週間から

3週間程度遅れた。これは乾籾播種のため出芽が遅いこと

や入水時までの生育の停滞などといった初期生育の遅延と，

乾田状態であるために漏水がひどく，ほとんど掛け流し状

態でなければならなかったことによる冷水の影響が複合し

たものと考えられる。倒伏は播種深度が深いこと，地上部

の生育がそれほど大きくなかったことなどからほとんど見

られなかった。梓長は慣行の移植に比較し，5～10数cm短

縮し，穂長もほとんどのもので数皿短くなった。逆に千粒

重はやや重くなる傾向が見られた。粗玄米垂は350～600kg

／10aと幅が大きかった。

供試した品種系統がかならずしもその品種群を代表する

とは言えないが，各品種群についていくつか特徴が見られ

た。例えば半壊性インディカは不耕起直渚の場合，生育遅

延のほか掛け流しによる冷水の影響で，かなり不稔を生じ

減収した。また生育期間が短術されるため，全射こ生育量

が減少する。さらに，半犠牲インディカや半壊性遺伝子を

持つカリフォルニア品種など短梓品種は穂の抽出が悪い傾

向がみられた。このように移植時の品種の特徴が，不耕起

直播という複雑でかなり異なった生育を強いられる環境で

は変化したり．時には顕在化する場合があると思われる。

収量的には粗玄米重で日本型の穂垂型がやや高い傾向が

見られたが，一般の日本型水稲との差は明確ではなかった。

屑米比率と到穂日数の関係を一般の日本型水稲と日本型の

穂重系統で表してみると．到穂日数が大きい，すなわち出

穂の遅いものは屑米比率が上昇する傾向が明らかである

（図1）。また出穂の遅いものは品質が概して不良であるが，

これは青米が増加することに負うところが大きい。このよ

うに作期の厳しい不耕起直輔では．出穂が遅いと屑米が増

加し減収するはか，青米の増加などで品質も低下する。

●

●

●

●　　●

到
穂
日
数
（
日
）

●　●

●　　　　　　●

5．0 10．0　　　　　　　15．0

屑米比率（％）

図1　屑米比率と到穂目数との関係
（日本型水稲と日本型（穂垂）についてのみ）

したがって品質や収量を総合的に考えた場合，出穂の早

晩性は重要な点であり，寒冷地での不耕起直楢では遅くと

もアキヒカリ～キヨニシキ級までの早生で，豊熟性の優れ

たものが必要と考えられる。

－20－


